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麻布十番地下公共駐車場建設について 
                《区議会議員・こさい太郎よりみなさまへのご報告》 
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港
区
が
こ
の
駐
車
場
建
設
の
借
入
金
の
損
失
補
償
（
約
八
十
二
億
円
）
を
す
る
こ
と
が
決
ま
る 

  
 

「
さ
き
が
け
・
み
な
と
」
を
は
じ
め
十
四
名
が
『
疑
問
』
の
意
思
表
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

こ
さ
い
太
郎
） 

 ９月の定例区議会において、８２億円余の債務負担行為の補正予算が上程され、審議の結果、賛

成多数で可決されました。これは、麻布十番駐車場建設の事業主体である(株)みなと都市整備公社

が、万が一、借入金の返済が不能になった場合、港区の予算から最大８２億円の肩代わりを約束す

るというものです。つまり、区民の税金を担保に銀行から建設費を借りたいという事なのです。勿

論、事業が成功すれば問題はありませんが、この審議を通してさまざまな問題点が露呈しました。 
 本紙では、その問題点を明らかにすると共に、私がなぜ疑問の意思表示（議案には反対）をしな

ければならなかったのかをお伝えしたいと思います。 

麻布十番地下公共駐車場とは？ 

 
 平成２年、おりしもバブル全盛期、港区では当時の駐車場不足、違法駐車の増加を解消するため、地

下鉄の建設計画に便乗する型で、麻布十番の地下に公共駐車場（３５０台）を建設する事になった。こ

の際、官の持つ公平性・公正性と民間のもつ経営力・資金力・技術力等を総合して事業展開を行なおう

と、第三セクターの「(株)みなと都市整備公社」を平成３年４月に設立し、建設に着手した。 

 港区が約７０％出資という事で公共性が保たれると同時に、株式会社という事で収益をも追求しよう

というねらいである。現在は、地表より約４メートルほど掘り進んでいる。 

当初の計画から今日に至る経緯 

 
 当初は建設費１１８億円を見込み、資本金の６０億円（内港区は４４億円出資）と、日本開発銀

行などの融資や補助金等でまかなう計画であった。一台あたり３０００万円の建設費と高額ではあ

ったが、当時の状況や駐車場の公共性を考えるとやむを得ないところもあった。 
 

一台あたり３０００万円→５０００万円へ！工費大幅アップの原因 

 
 ところが、平成３年に１１８億円だった建設費が平成６年には何と１９６億円へと、何と７８億

円も増大した。何故このようになったのか、当局からの理由説明は別表の通りである。 
 しかし、埋設物の防護や地下水対策など事前に調査 
し把握する事は本当に不可能だったのか、疑問が残る。 
 今年度になり、機械式駐車場の導入などにより 
１７０億円まで工費を削減したが、それでも、一台あ 
たり４９００万円という破格の駐車場建設に変わりは 
ない。 
 
              裏面へ続きます→ 

工事費増大の理由 

埋設物移設等の工種の追加      ５億円 

近隣建築物の擁壁防護・地盤改良  ３３億円 

地下埋設物等の防護        １２億円 

地下水対策による土留壁の工法変更  ２億円 

               計 ５２億円 

工事単価の変動          ２０億円 



 

今後の見通し 《赤字の膨らむ駐車場経営・銀行も融資に尻込みか？》 

 
 このままの計画でいくと平成１１年に駐車場は開業するが、 
港区の予測では、単年度黒字の発生は１３年後の平成２３年、 
累積黒字の発生は２８年後の平成３８年になるという。しかし、 
この予測の根拠がまた疑問なのである。その根拠は別表に示す 
が、稼働率予測や料金設定などは近隣地域と比較しても非現実 
的で、第３セクターで利益を追求するどころか半永久的に採算 
のとれない事業だといっても過言ではない。また、銀行もこの 
ような状況を危ぶみ、区民の税金を担保に求めてきたといえなくもなさそうだ。隣の渋谷区でも、麻布十番より立地の

よいと思われる渋谷区役所付近に、同じような第３セクター方式で駐車場を建設し完成しているが、稼働率は当初の予

想２５％を大きく下回り１０％前後しかなく、年間８億円の赤字（元利償還含）を生じ大問題になっているという。 

 料金設定  時間貸３５０円／３０分 

        （４年毎に５０円値上げ） 

       定期貸（夜間のみ）６３０００円／月

        （４年毎に９０００円値上げ） 

 予測稼働率 開業年度   １５％ 

       ２年目    ２０％ 

       ３年目以降  ２５％ 

８２億円余の損失補償、可決成立へ 

 

 この議案は総務常任委員会で審議が行なわれた。友好会派である、みなと・緑風の上田議員の綿密な調査を基にした

質問を中心に、連日深夜にわたる審議が行なわれたが、前述の疑問点への明確な回答や経営改善への具体的方途も示さ

れなかった。しかしながら、委員会、本会議とも賛成多数で８２億円余の損失補償は可決成立した。 
 私は総務常任委員会の所属していないので、ほとんど全ての審議を傍聴し、議案への態度を決定する事にした。そし

て、本会議において、本事業への警鐘をうながし疑問の態度を示すという意味で、議案には反対の立場をとった。 

 
 
 

麻
布
十
番
駐
車
場
建
設
問
題
に
対
す
る
私
の
考
え
方
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
議
会
の
新
し
い
風
の
き
ざ
し 

 
 

私
は
、
こ
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
に
お
い
て
、
ま
た
都
心
港
区
に
お
い
て
、
都
市
施
設
と
し

て
の
公
共
駐
車
場
の
必
要
性
を
打
ち
消
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に

し
た
よ
う
に
、
麻
布
十
番
の
駐
車
場
建
設
は
、
余
り
に
も
計
画
が
ず
さ
ん
で
開
業
後
の
採
算
性
に
も

多
く
の
疑
問
が
残
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
借
入
金
を
返
済
で
き
ず
赤
字
を
垂
れ
流
す
事
は
、
厳
し

い
港
区
の
財
政
状
況
の
中
で
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

納
税
者
で
あ
る
区
民
の
立
場
に
立
て
ば
、
現
時
点
で
の
多
少
の
出
費
を
覚
悟
し
て
で
も
、
長
い
目
で

見
て
一
時
建
設
を
中
断
し
て
、
可
能
な
限
り
低
コ
ス
ト
で
採
算
性
を
重
視
し
た
計
画
を
再
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
件
は
、
友
好
会
派
の
一
票
の
会
の
秋
元
議
員
、
み
な
と
・
緑

風
の
上
田
議
員
と
も
意
見
は
一
致
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
微
妙
に
立
場
の
違
う
他
の
会
派
で
も
、
大

筋
で
同
調
す
る
会
派
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
、
本
会
議
で
上
田
議
員
が
少
数
意
見
と
し

て
発
表
し
た
後
、
採
決
の
際
に
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

結
果
、
私
を
含
む
一
人
会
派
三
名
以
外
に
、
第
一
自
民
党
三
名
・
共
産
党
七
名
・
自
民
党
議
員
団
か

ら
も
一
名
の
同
調
者
が
出
て
、
合
計
十
四
名
の
議
員
が
反
対
に
廻
り
、
区
政
へ
の
警
鐘
を
促
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
十
四
名
と
い
う
数
だ
け
で
な
く
、
与
党
と
目
さ
れ
て
い
た
自
民
党
会
派
が
加
わ
っ
た

事
に
よ
り
、
行
政
側
も
重
大
に
受
け
止
め
て
い
る
は
ず
で
す
。
港
区
議
会
に
お
い
て
「
新
し
い
風
」

の
き
ざ
し
が
生
ま
れ
、
ま
た
そ
の
小
さ
な
き
っ
か
け
に
な
れ
た
事
だ
け
は
大
変
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い

す
。

 

最
後
に
（
こ
さ
い
太
郎
よ
り
み
な
さ
ま
へ
） 

 
今
回
は
多
額
に
わ
た
る
税
金
の
使
い
道
に
関
す
る
問
題
と
い
う
事
で
、
緊
急
に
「
た
ろ
う
通
信
」
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
「
た
ろ
う
通
信
復
刊
号
」
を
お
送
り
し
て
か
ら
と
思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
か
お
許

し
下
さ
い
。 

 

次
号
に
て
詳
し
く
選
挙
後
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
場
を
借

り
て
ま
ず
も
っ
て
、
選
挙
の
際
の
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
麻
布
十
番
の
駐
車
場
問
題
と
同
じ
よ
う
に
、
不
況
の
折
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
納
得
で
き
る
よ
う

な
税
金
の
使
い
方
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
当
選
さ
せ
て
頂
い
た
四
年
の
任
期
の

中
で
、
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
一
言
で
い
え
ば
「
ハ
コ
も
の
」
中
心
の
区
政
を
改
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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